
公表日：令和６年２月１５日 事業所名： 放課後デイサービス桜の木2号館

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

規定基準に基づいて、指導訓練室等のス
ペースを確保しています。しかし、子ども達
の身体が大きいため狭いと感じる。

はい…20名、どちらともいえない…1名、
いいえ…0名

基準は満たしているものの、体格の大きい子達が多く、
時折狭く感じる時があります。今後も安全面に配慮しな
がら配置換えなど行い子どもがストレスなく活動出来る
環境作りに努めていきます。

2 職員の適切な配置
指定基準以上を満たした職員を配置してい
る

はい…20名、どちらともいえない…0名、
いいえ…0名、わからない…1名

様々な資格を有した職員が勤務しています。また全て
の職員が子ども達の発達段階ごとの障害の特性等の
研修を受講し、より高く知識・技術の向上を努めていま
す。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

当事業所は、賃貸規定によりスロープや手
すりの設置は難しい。玄関の段差では手を
繋いだり、身体を支える等して躓きや転倒が
ない様に配慮している。

リフォームや工事を行うことは出来ませんが、簡易ス
ロープ設置等出来る範囲で対応していきます。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

コロナ渦以降も、毎日より丁寧な掃除や消毒
が習慣化され続けています。窓が多いため
換気がし易い。来所人数や療育内容によっ
て机の配置を変える等工夫している。

はい…21名、いいえ…0名

引き続き各所に消毒液を設置し、職員は何か触る度に
消毒をするように携帯用を所持して消毒を促す支援を
行っております。今後も臨機応変に生活空間の場を整
備していきます。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

利用者様、受け入れ開始前のミーティングで
も前日での様子や、本日の動きなどを共有し
ている。支援計画や具体的な支援方法の書
類があるので業務改善しやすい。

今後も日々、目標設定と振り替えを行い、ミーティング
で話し合われた改善事項等は職員の共通理解を図る
為に記録し、全職員は共有する様に努めていきます。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

現在、第三者による外部評価はおこなってお
りません。

今後の課題として検討致します。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

事業所内の研修機会を積極的に設け、職員
の資質向上を図っています。今年度もZOOM
で開催される外部研修に参加しています。

従来から在籍をしている職員は元より、新しい職員に
対して基礎から学んでいける様に内容を細分化して時
間を掛けて行いました。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

年2回の懇談でお子様の様子を詳しくお聞か
せ頂いています。個別支援計画とその評価
に基づいた問題点等をお話する事でニーズ
に合った課題を洗い出し、目標を見直し、設
定しています。

今年度も感染対策にご協力頂き、保護者様と懇談を行
う事が出来、そこから問題点や課題点を洗い出すこと
が出来ました。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

お子様の現状に合わせて、特性を踏まえた
個々の課題、社会性などの集団での課題を
組み合わせて個別計画書を作成しておりま
す。

お子様の成長は日々の生活や環境変化により、個別・
集団での目標が変化していく事が多い為、その都度お
子様に合わせた計画書を作成していきたいと思いま
す。

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

お子様、1人1人の発達支援計画を塾考の上
記載し、全職員の共通理解を図り、同じ方向
で療育を行いました。

懇談で伺ったお子様の現状から、課題点を探り出し、
その上で来所時にお子様の様子から見える課題を職
員で洗い出し、具体的に支援方法を検討し作成してい
きます。
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児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

はい…21名、いいえ…0名
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

療育に当たる全職員は、個別支援計画書や
支援内容を確認し、サービス計画書に沿っ
た支援を実施しております。

はい…21名、いいえ…0名

今後も保護者様の意向を伺い、お子様の様子を見な
がら成長や環境の変化に柔軟に対応していくことによ
り一層努め、丁寧にわかりやすく療育、支援していきま
す。

5 チーム全体での活動プログラムの立案

担当職員がプログラムを立案し、療育に関
わる全職員にプログラムの内容、個別の狙
い、アプローチの仕方を説明し、役割分担等
も療育前に打ち合わせを行っています。

療育後、活動内容を聞き取り、改善点等を話し合い、
個々の支援に繋がるようなプログラムを立案していけ
るように努めます。

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

学校がある平日、土曜日、長期休暇とそれ
ぞれ限られた時間の中で、個々の発達段階
に合わせて課題を設定し、細やかな支援が
出来るよう努めています。

今後も平日、土曜日、長期休暇に応じたきめ細やかな
支援を行っていけるように努めます。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫の
実施

固定する内容と、それ以外で分け、季節や
時間、状況に合わせたプログラムを立案し、
コロナ禍で工夫して行っています。

今後も自立や就労を意識したプログラムを中心に、1人
1人が様々な経験を積めるように曜日等の固定化をし
ない工夫をしてプログラムに取り組んでいきます。

8
支援開始前における職員間でその日の支援
内容や役割分担についての確認の徹底

お子様が来所する前にミーティングを行い、
子ども達の様子を情報共有とその日の支援
内容や役割の確認を行っています。

引き続きミーティングの時間を設け、お子様の情報共
有やその日の支援内容や役割分担の確認を行いま
す。ミーティングが行えない期間は引き継ぎファイルに
て確認し、全職員が子ども達の様子や本日の内容を確
認し、情報共有出来るように徹底していきます。

9
支援終了後における職員間でその日行われ
た支援の振り返りと気付いた点などの情報
の共有化

支援終了後、お子様の様子で気になった
点、送迎中の様子、送り時の保護者からの
要望等、管理責任者に報告してから就業す
るようにしています。翌日のミーティングで職
員間での協議や共有化をしています。

引き続き支援終了後の打ち合わせは困難な為、その
日にあった事をケースに記録して、管理責任者に報
告。緊急事案を除いては翌日のミーティングにて情報
共有を行うよう徹底していきます。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

支援終了後、その日の支援内容をケースに
記録しています。支援に関して翌日のミー
ティングで取り上げ、全職員で支援の検証を
し、改善策を練り共通理解の元、連携して支
援に当たっています。

引き続き、当日の様子等を前日出勤していない職員に
引き継ぎ、漏れがないようにしっかり記録し、振り返りを
行う事で、よりよい支援が行えるよう続けていきます。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画の
見直し

6ヶ月に1回、モニタリング及びサービス計画
書の見直しを行っております。お子様の状況
が変化した場合は早急にモニタリング行って
おります。

今後も継続して行います。6ヶ月に1度にとらわれず、環
境やお子様の様子が大きく変わった場合などはその都
度話し合いを持ち、計画を見直していきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者に
よる障害児相談支援事業所のサービス担当
者会議へり参画

随時相談員と連絡を取り合い、その児童に
合わせた支援を行う共に、サービス担当者
会議にも参加しております。

引き続き、相談員と連絡を取り合うと共に、随時サービ
ス担当者会議に参加致します。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

医療的ケア児等コーディネーター養成研修
修了者が2名在籍しており、受け入れ体制を
整えております。重症心身障害のあるお子
様も受け入れており、学校とはお迎え時にや
りとりを行い、連携した支援を実施しておりま
す。

今後も関係機関との連携に努めていきます。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備

医療的ケア児等コーディネーター養成研修
修了者が2名在籍しており、受け入れ体制を
整えております。重症心身障害のあるお子
様も受け入れており、主治医や協力医療機
関等との連携体制の設備は保護者、相談員
が間に入って情報を共有し、連携会議にも
出席致しました。

今後も連絡体制の整備に努めていきます。

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

該当者がおらず、契約時に保護者様を通じ
て、情報を聞く事はありますが、直接、学校
や他の事業所との十分な情報共有はしてい
ません。

今後、保育所や認定こども園、幼稚園、小学校、中学
校、特別支援学校(小学部)等との間で、支援内容等十
分な情報共有を行っていきます。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供、

これまで障害福祉サービス事業所等からの
直接情報提供の依頼はありませんが、情報
提供の為の資料は準備しております。

保護者様には移行支援に必要な情報提供が出来る事
をお伝えしていきます。求めがあれば移行する障害福
祉サービス事業所に情報提供していきます。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

各関係機関と連携を取り合い、これまで主催
する研修に参加させて頂いております。しか
し、今年度もコロナ禍の影響で実施されませ
んでした。

今後も連携し、研修が実施されるようになりましたら説
教的に参加していきます。

7

児等発達支援の場合の保育所や認定こども
園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障害のない子どもと活動す
る機会の提供

現在まで児童クラブや児童館での交流はあ
りませんが、商業施設や公園等へ行って障
害のない子どもと活動する機会を提供してお
ります。

引き続き施設外の活動の中で、障害のない子どもと活
動する機会を提供していきます。

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

毎年、夏祭りを開催し、地域住民に案内を配
布して交流を図っており、今年度は地域住民
を招待して開催致しました。

引き続き、夏祭りでは地域住民の方々をご招待して実
施し、地域に開かれた事業所を目指していきます。そし
て他事業所からのご招待も、出来る範囲で参加させて
頂きます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
な説明

ご利用契約時に契約書を交わし、重要事項
説明書に沿って説明し、変更がございました
らその都度説明をさせて頂いております。

はい…21名、いいえ…0名
今後もその都度、変更や問い合わせがあればご説明
をさせて頂きます。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

6ヶ月に1度の懇談で、お子様の課題点を洗
い出し、ご要望に沿ったサービス計画を作成
しております。ご確認後、問題がなければご
署名を頂いています。

はい…21名、いいえ…0名
今後もご家庭との連携を図れるよう、お子様の成長、
自立に向けて支援内容の丁寧な説明に努めて参りま
す。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

ペアレントトレーニングは行っておりません
が、懇談や電話、送迎でお目にかかるときに
相談、助言をさせて頂いています。

はい…21名、いいえ…0名
引き続き、懇談や送迎でお目にかかれるときに相談、
助言をさせて頂き、ペアレントトレーイングのご要望が
あれば、検討していきたい思います。

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

連絡帳でのやり取りや、送迎時に直接お話
をさせて頂いています。内容によってはお子
様の送迎前にお電話でお伝えしています。

はい…21名、いいえ…0名
お子様の自尊心を守る為、ご本人の目に触れたり耳に
入る事のないように配慮し、課題を保護者様にお伝え
します。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相談
への適切な対応と必要な助言の実施

日々の連絡帳やメールやお電話などでもお
子様に対するご相談を常時承っています。

はい…21名、いいえ…0名
引き続き、保護者様の気持ちに寄り添い、必要であれ
ば学校や各機関に迅速に繋いでいきます。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

コロナ前は3～4ヶ月に1回、保護者から議題
を承り、保護者会を行っておりましたが、今
年度もコロナ禍が開けたばかりというのもあ
り控えさせて頂きました。

開催出来る状況になりましたら実施していきます。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

契約時に苦情の窓口等の説明を実施してお
り、随時電話等で相談を受けられるようにし
ています。苦情、相談があった際はすぐに対
応し、苦情内容、改善策は全職員に共通理
解を図っております。

はい…19名、どちらともいえない…0名、
いいえ…0名、わからない…2名

苦情のないよう努力すると共に、その対応に関してか
つ適切に行い、改善に繋げるように努めて参ります。

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

日々の様子は連絡帳で伝わるように細かく
記載しています。それぞれの児童に合わせ
た意思疎通の方法を職員間で話し合い、情
報共有を行っており、保護者に対しても同様
に事情に合わせて対応しております。

はい…19名、どちらともいえない…0名、
いいえ…0名、わからない…2名

引き続き、それぞれのお子様の特性や保護者様に配
慮し、気持ちに寄り添った事業所であるように意思疎通
や情報伝達を行っていきたいと思います。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報についての子どもや
保護者への発信

毎月中旬にプログラムを配布し、行事予定を
お知らせしております。又、行事毎に詳細を
配布し、活動概要をお伝えしております。ブ
ログは1週間に1回を目標に更新しておりま
す。

はい…19名、どちらともいえない…1名、
いいえ…0名、わからない…1名

引き続き細やかな情報提供が出来る様、配布プログラ
ム、プリントを工夫していきます。ブログ配信も2週に1
回を目標に更新していきたいと思います。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応

契約時に個人情報取り扱いについて同意書
を頂いています。ケース記録に個人情報をま
とめ、鍵の掛かる保管庫で管理しています。
全職員に守秘義務を徹底しております。

はい…21名、いいえ…0名
今後も全職員が守秘義務を徹底し、個人情報の取り扱
いには注意していきます。
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携
支
援



チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

各マニュアルを作成しております。感染症マ
ニュアルはコロナ禍の影響もあり、日々変
わっている為、その都度お手紙を配布してお
ります。

はい…21名、いいえ…0名
マニュアルは必要性があればその都度、改訂し、保護
者への周知に努めていきます。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

年間4回、火災、地震、津波を想定して視覚・
聴覚にも分かり易い避難訓練をプログラム
に入れて実施しています。多くのお子様に参
加して頂けるよう曜日の固定はせずに行っ
ております。

はい…21名、いいえ…0名
今後も職員、子ども達共にいつ来るか分からない災害
に備えて、防災意識を高めていけるような訓練を工夫
して実施していくように努めて参ります。

3
虐待を防止するための職員研修機の確保
等の適切な対応

施設内で虐待防止委員会を制定致しまし
た。厚生労働省発行の障害者福祉施設等に
おける障害者虐待の防止と対応の手引きを
元に施設内で研究を行い、全職員が周知を
しております。

今後も、全職員に虐待防止の研修を実施し、日々の関
わり方を検証する事で、職員相互で虐待防止意識を高
めていきます。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明・・了解を得た上での児童発達支
援計画又は放課後等デイサービス計画への
記載

現在該当する児童はいません。
今後も、やむを得ず身体拘束の必要性が生じた場合
は当事者や保護者様に事前に十分な説明を了承を得
た上でサービス計画書に記載します。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

契約時、保護者にアレルギーの確認を行
い、全職員に周知をしております。おやつ提
供時やクッキングに使う食材はアレルギーを
確認して提供をしております。

今後も契約時にアレルギーの確認を行い、全職員に周
知し、適切に配慮、対応をしていきます。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

ヒヤリハット報告書を作成し、ミーティングで
も報告。問題点を解決できるように職員同士
で情報共有し、検討して改善に繋げます。

今後もヒヤリハットを事業所内で共有し、改善に繋げて
よりより支援をしていけるように努めて参ります。

非
常
時
等
の
対
応



放課後デイサービス桜の木２号館

公表日 R６年２月１５日

利用者人数　28名　回答数　21名　(回収率　74％）　

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いい
え

わからない ご意見

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

20 1 0 0
・子ども達が大きいので狭く感じるかもし
れないが工夫をしている

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 20 0 0 1

3
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環
境になっているか。また、子ども達の活動
に合わせた空間になっているか

21 0 0 0
・季節に合わせていると思います
・横になれるスペースがあるのが有り
難い

4

子どもと保護者のニーズや課題がしっかり
と分析された上で、児童発達支援計画又は
放課後等デイサービス計画が作成されてい
るか

21 0 0 0
・毎回子ども達の為にプログラムで楽
しくためになるサービスを受けていま
す

5

児童発達支援計画又は放課後デイサービス
計画には、子どもの支援に必要な項目が適
切に選択され、その上で、具体的な支援内
容が設定されているか

21 0 0 0
・懇談で話したことや目標、今後の事
等を相談しながら設定して頂けていま
す

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサービ
ス計画に沿った支援が行われているか

21 0 0 0

5
活動プログラムが固定化しないよう工夫さ
れているか

21 0 0 0
・長期休暇は特に工夫されている
・すごく工夫されていてとってもあり
がたいです

6
支援の内容、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

21 0 0 0 ・いつも丁寧に説明して頂いています

7
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解ができているか

21 0 0 0

・連絡帳ですごく詳しく伝えて下さる
のでとても安心して通わせる事が出来
ています　　・学校やデイでの様子な
どたくさんお話できています

8
保護者に対して面談や、育児に関する助言
等の支援が行われているか

21 0 0 0 ・いつもたくさん聞いています

9
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開
催等により保護者同士の連携が支援されて
いるか

10

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護
者に周知・説明し、苦情があった場合に迅
速かつ適切に対応しているか

19 0 0 2
・苦情はないと思います…
・苦情を伝えた事がないので分からな
いです

11
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか

19 0 0 2
・スケジュールをカードで示しても
らってわかりやすく過ごせているかと
思います

12
定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定などについて、子どもや保護
者に対して発信しているか

19 1 0 1
・毎月のプログラム、楽しみにしてい
ます

13 個人情報の取扱いに十分注意されているか 21 0 0 0

放課後等デイサービス評価表【保護者用】

環
境
・
体
制
整
備

保
護
者
へ
の
説
明
等

適
切
な
支
援
の
提
供

区分

今年度もコロナウィルス感染予防の為、懇親会は開催出来ませんでしたが、
来年度は開催出来る様に準備して参ります。



チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いい
え

わからない ご意見区分

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルを策定し、保護者に
周知・説明されているか

21 0 0 0

2
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

21 0 0 0
・数ヶ月に1回プログラムに避難訓練が
実施されています。

1 子どもは通所を楽しみにしているか 21 0 0 0

・思春期なので行く前はブーブー言っ
ていますが、帰宅後は楽しかったと
言っています
・毎回とても楽しみで満足して帰って
きます
・お友達に会うのが楽しみにしていま
す
・すごくすごく楽しみにしているのが
伝わります、桜の木が大好きです

2 事業所の支援に満足しているか 21 0 0 0
・いつもありがとうございます
・とても良くして頂いています
・超満足です

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度
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